
事　　項 資本金 備　　考

東亜セメント設立 1907 M40.1.16 500千円 尼崎町大洲村初島

製造休止 1909 M42.12.1 M43.4.5まで製造休止

小束野開墾事業認可 1910 M43 セメント樽加工

田岡式セメント石合資会社設立 1911 M44.2.21

資本金減 M44.5 300

松海別荘竣工 M44.6.19 呉、住所を舞子へ移す

田岡式セメント石合資会社合併 1912 T1.12.1 375

移情閣上棟 1915 T4.5.12

資本金増額 1920 T9.6 1500 セメント石工場土地売却

呉錦堂死去 1926 T15.1.14

長男呉啓藩社長就任 T15.7.3

浅野セメントへ経営譲渡 1935 S10.9.30

年　　次

呉5万円、武藤1万、田岡1.5万

公式合併(1942年)までは社名存続

尼崎市立地域研究史料館の絵はがきデー

タベース（ＰＣＤ）に右の画像が掲載され

ています。

東亜セメント(株)が昭和三年盛夏、社長

呉啓藩名義で出した暑中見舞はがきです。

編集委員が撮影したこのページ冒頭の２

枚の写真と見比べてください。手前の運河

に浮かぶ船の様子を含め、非常に興味深い

画像です。ＰＣＤでは、工場の所在地は、

「兵庫県尼崎市大洲村初島字ヌノ割１７８

ノ１」と記述されています。

はがき右上部のマークは商標でしょうか。セメン

ト樽にＴＣの文字は、呉錦堂の会社、義生洋行が中

国で販売したマッチのラベルにも使用されています。

「呉錦堂を語る会通信」では、呉錦堂の事蹟をこれまで順不同で数多く取り上げてきました。しかし、尼

崎市における東亜セメント(株)の創業・経営については、非常に重要な事業であるにもかかわらず、第41号

に至るまで全くふれずに来てしま

いました。

この度、機会を得て、尼崎法務

局で旧土地台帳を閲覧し、続いて、

初島の東亜セメント(株)跡地を訪

れることができました。

今回入手した情報をここに報告

いたします。新たな知見をお寄せ

いただければ幸いです。

(編集委員 橘 雄三)

呉錦堂の東亜セメント（株）経営

《呉錦堂及び長男啓藩と東亜セメント(株)》

東亜セメント(株)のあった（尼崎市）初島は大阪湾に流入する神崎川の中州

に形成された土地で、手前、左門殿(さもんど)川を隔てて向こう岸が東亜セメ

ント(株)跡地あたりです。右手至大阪湾。2018年10月、編集委員撮影。

呉錦堂と東亜セメントの主要年表
左
の
表
は
、
塚
原
淳
・
足
立
裕
司
論
文
「
木
骨

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク
造
と
そ
の
成
立
過
程

に
関
す
る
研
究‐

移
情
閣
と
東
亜
セ
メ
ン
ト
の
事

例
を
通
じ
て‐

」
掲
載
の
年
表
を
編
集
委
員
が
一

部
加
筆
し
た
も
の
で
す
。
表
中
、
セ
メ
ン
ト
石
と

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
こ
と
で
、
移
情

閣
の
建
築
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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東亜セメント(株)創立時の兵庫県川辺郡尼崎町
下の地図は、明治42年酒見泉金堂発行『尼崎町明細新地圖』（尼崎市立地域研究史料館所蔵）を部分拡大し

たものです。図中●は、会社・工場、神社・仏閣、官公庁、学校、病院などを表しています。

地図の一番上に阪神電気鉄道が走っています。右寄りに大物停留場があります。地図の一番下、大阪府との

県境近くに初島があります。ここに、呉錦堂の東亜セメント(株)と、一時、田岡式セメント石合資会社として

独立していた人造石（コンクリート・ブロック）の工場があります。初島の島内には、住民の集落とお稲荷さ

んとこの二つの会社・工場しかありません。明治末の初島の状況です。なお、白地の文字は編集委員の加筆です。

←庄下停留場（現・尼崎駅）

阪神電気鉄道 大物停留場
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番号 地番 地目(単位) 地積 登記名義 所有権移転先及び年月日

１ ９ 雑種地(反) 2.022 呉錦堂合資会社 S28.9.10 尼崎肥料(株)

２ 12 雑種地(反) 8.023 呉錦堂合資会社 S28.9.10 尼崎肥料(株)

３ 13 雑種地(反) 7.816 呉錦堂合資会社 S28.9.10 尼崎肥料(株)

４ 15 宅地(坪) 3346.28 呉錦堂合資会社 S28.9.10 尼崎肥料(株)

５ 17 宅地(坪) 2437.72 呉錦堂合資会社 S28.9.10 尼崎肥料(株)

番号 地番 地目(単位) 地積 登記名義 所有権移転先及び年月日

１ 11-1 宅地(坪) 4283.79 呉錦堂合資会社 S28.9.10 尼崎肥料(株)

２ 12 宅地(坪) 4822.54 呉錦堂合資会社 S28.9.10 尼崎肥料(株)

番号 地番 地目(単位) 地積 登記名義 所有権移転先及び年月日

１ 21 宅地(坪) 82.87 日本セメント(株) S27.9.16 (株)東京芦野組

２ 22 宅地(坪) 365.56 日本セメント(株) S27.9.16 (株)東京芦野組

３ 24 宅地(坪) 445.84 日本セメント(株) S27.4.16 垂井吉松

番号 地番 地目(単位) 地積 登記名義 所有権移転先及び年月日

１ 16 宅地(坪) 15671.49 日本セメント(株) S27.9.16 (株)東京芦野組

番号 地番 地目(単位) 地積 登記名義 所有権移転先及び年月日

１ １ 宅地(坪) 650.88 日本セメント(株) S27.9.16 (株)東京芦野組

③［日本セメント東初島町土地所有明細］

④［日本セメント北初島町土地所有明細］

⑤［日本セメント南初島町土地所有明細］

①［呉錦堂合資会社北初島町土地所有明細］

②［呉錦堂合資会社南初島町土地所有明細］
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閲覧できたのは、すべて、右のようなものでした。

白い矢印と部分拡大は編集委員の加筆・加工です。

東亜セメント(株)は1942年、浅野セメント(株)(19

47年、日本セメント株式会社に社名変更)に吸収合併

されます。土地台帳が作成された昭和24年（1949年）

というと、その後のことです。

下記、日本セメント北初島町土地所有明細の地番

から推定すると、この時期、日本セメント(株)は元

の東亜セメント(株)所有地のほぼ全体、１万5千余坪

(東京ドームとほぼ同じ面積)を所有していたことに

なります。そして、呉錦堂合資会社は、なお、その

周辺部に2万坪を超える土地を所有していたのです。

かつて、初島の土地所有に関し、呉錦堂の孫、伯

瑄氏が、「尼崎に５万坪近い土地を持っていました。

（中略）戦後、だいぶ経ってから売却しました」と

おっしゃったことがあります。符合します。

初島における呉錦堂の土地所有

初島における呉錦堂の土地所有について、神戸地方法務局尼崎支局で調べた結果を報告いたします。閲覧可能な

最も古い台帳が昭和24年作成のもので、残念ながら、呉錦堂の土地取得の詳細が確認できる時期の台帳を閲覧する

ことはできませんでした。旧土地台帳の閲覧はどこの法務

局でも簡単ではありません。通常の閲覧サービスの域を越

えているようです。尼崎支局の場合、いろんな事情で、実

際に存在しないのかもしれません。存在していても、閲覧

に供せるほどには整備されていないのかも知れません。

《旧土地台帳からわかったこと》

左表①②計7件

地積合計

20,299.33坪

左表③④⑤計5件

地積合計

17,216.64坪
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ど
こ
ま
で
も
続
く
イ
モ
畑
を

ふ
た
り
の
女
が
歩
い
て
い
く
。

前
を
歩
く
女
は
幼
児
の
よ
う
に
足
元
が
お
ぼ

つ
か
な
い
が
、
異
国
の
服
に
包
ま
れ
た
体
と
、

そ
の
横
顔
は
目
が
さ
め
る
よ
う
に
美
し
い
。

後
ろ
を
い
く
の
は
侍
女
な
の
だ
ろ
う
、
こ
ち

ら
は
ま
る
で
田
舎
女
の
な
り
で
あ
る
。

「
あ
あ
、
今
日
も
呉
錦
堂
の
奥
方
が
行
く
」

彼
女
た
ち
の
散
歩
は
、
初
島
の
西
端
に
出
現

し
た
セ
メ
ン
ト
工
場
と
と
も
に
、
イ
モ
農
家

の
人
た
ち
に
い
つ
し
か
見
慣
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
た
。

そ
ん
な
八
十
年
以
上
も
前
の
話
を
、
も
と

尼
い
も
農
家
の
矢
野
實
さ
ん
に
う
か
が
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
よ
ち
よ
ち
と
纏
足
で
イ
モ
畑

を
歩
く
美
し
い
異
国
の
女
の
姿
が
、
夢
の
中

の
光
景
の
よ
う
に
い
つ
ま
で
も
私
の
心
に
残
っ

た
。呉

錦
堂
の
名
を
二
度
目
に
耳
に
し
た
の
は
、

現
在
伊
丹
に
住
む
戎
市
郎
さ
ん
か
ら
尼
い
も

に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し
た
折
で
あ
る
。
戎

家
は
矢
野
家
同
様
、
代
々
つ
づ
く
尼
い
も
農

家
で
、
祖
父
の
代
に
は
旧
尼
崎
町
の
初
島
や
松
島

に
二
町
の
土
地
を
持
っ
て
い
た
。
戎
さ
ん
は
父
親

か
ら
祖
父
の
卯
之
助
さ
ん
の
話
を
よ
く
聞
か
さ
れ

た
。「

呉
錦
堂
い
う
華
僑
が
や
っ
て
き
て
、
初
島
の

人
ら
に
土
地
を
売
っ
て
く
れ
っ
て
言
う
た
ん
や
そ

う
で
す
」

卯
之
助
さ
ん
は
土
地
を
売
る
気
は
な
か
っ
た
が
、

農
家
の
大
半
は
、
セ
メ
ン
ト
工
場
を
建
て
る
と
い

う
呉
錦
堂
の
話
に
乗
っ
た
。
呉
は
一
反
二
百
円
だ
っ

た
土
地
を
五
百
円
で
買
う
と
言
っ
た
。
五
百
円
手

に
入
る
と
、
銀
行
の
利
子(

当
時
年
七
歩
く
ら
い)

が
年
三
十
五
円
に
な
る
。
畑
一
反
で
五
十
円
く
ら

い
の
収
入
が
あ
っ
た
が
、
遊
ん
で
三
十
五
円
に
な

る
な
ら
そ
の
方
が
よ
い
と
、
乗
り
気
に
な
っ
た
者

も
多
か
っ
た
。

卯
之
助
さ
ん
は
ひ
と
り
反
対
し
て
い
た
の
で
は
、

村
八
分
に
な
る
と
い
う
の
で
、
仕
方
な
く
土
地
を

手
放
し
た

ー

明
治
の
終
わ
り
頃
で
あ
る
。
明
治

四
十
年
、
尼
崎
町
初
島
に
東
亜
セ
メ
ど
こ
ン
ト
が

操
業
を
開
始
す
る
。

呉
錦
堂
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
躍
し

た
華
僑
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
長
崎
に
渡
り
、
や

が
て
大
阪
へ
進
出
、
神
戸
に
来
た
の
は
明
治
二
十

三
年
頃
で
あ
っ
た
。
雑
貨
貿
易
に
従
事
す
る
一
方
、

瀧
川
辦三
の
経
営
す
る
清
燧
社
の
マ
ッ
チ
販
売
を

引
き
受
け
、
他
に
棉
花
の
貿
易
等
で
巨
大
な
富
を

得
て
、
日
本
華
僑
社
会
の
中
心
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
四
年
、
鐘
紡
株
五
百
株
を
手
に
入
れ

た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
呉
は
一
介
の
貿
易
商
か
ら
、

実
業
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
だ
す
。
神
戸
瓦
斯
株

式
会
社
や
内
外
綿
株
式
会
社
な
ど
へ
の
株
式
投
資
、

さ
ら
に
は
土
地
投
機
へ
と
資
産
の
展
開
を
図
っ
て

い
く
。

そ
の
あ
た
り
の
事
情
は
『
日
本
華
僑
と
文
化
摩

擦
』(

巌
南
堂
書
店)

に
収
録
さ
れ
た
山
口
政
子
氏

の
論
文
「
在
神
華
僑

呉
錦
堂
に
つ
い
て
」
に
詳

し
く
、
山
口
氏
の
論
文
か
ら
不
勉
強
な
私
は
呉
錦

堂
の
足
跡
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
中
で
も
興
味

を
ひ
か
れ
た
の
が
、
や
は
り
東
亜
セ
メ
ン
ト
建
設

の
い
き
さ
つ
で
あ
る
。

鈴
久
事
件
と
呼
ば
れ
る
株
騒
動
か
ら
手
を
引
い

た
年(

明
治
三
十
九
年)

、
呉
は
故
郷
の
慈
谿
県
東

山
頭
に
里
帰
り
す
る
。
東
山
頭
は
餘
姚
県
に
境
を

接
し
、
棉
花
栽
培
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、

海
岸
部
の
た
め
土
地
が
低
く
始
終
浸
水
や
塩
害
が

あ
っ
た
と
い
う
。
水
害
に
苦
し
む
人
々
を
見
て
、

彼
は
水
利
灌
漑
事
業
を
思
い
立
つ
。
そ
の
水
利
事

業
に
必
要
な
セ
メ
ン
ト
の
需
要
に
着
目
し
て
、
東

亜
セ
メ
ン
ト
を
設
立
し
た
と
い
う
の
だ
。

（
次
頁
へ
続
く
）

尼崎版「土地の神話」

「 呉錦堂と尼いも畑 」 作 / 井上 眞理子

１
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（
前
頁
か
ら
続
く
）

話
を
ふ
た
た
び
、
初
島
の
戎
卯
之
助
さ
ん

に
戻
し
た
い
。

卯
之
助
さ
ん
は
、
し
か
た
な
く
呉
錦
堂
に
一
町
ほ
ど

土
地
を
売
る
こ
と
に
し
た
。
け
れ
ど
、
卯
之
助
さ
ん
も

さ
る
も
の
、
も
し
十
年
経
っ
て
も
工
場
が
建
た
な
か
っ

た
ら
、
二
反
だ
け
で
も
元
値(

一
反
五
百
円)

で
返
し
て

欲
し
い
と
条
件
を
つ
け
た
。
十
年
経
っ
た
と
き
、
卯
之

助
さ
ん
の
土
地
は
工
場
敷
地
か
ら
は
外
れ
て
い
た
の
か
、

結
局
な
に
も
建
た
な
か
っ
た
。
東
亜
セ
メ
ン
ト
は
二
万

坪
の
敷
地
だ
っ
た
が
、
呉
は
工
場
周
辺
の
土
地
も
買
占

め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

卯
之
助
さ
ん
に
よ
る
と
、
初
島
の
土
地
は
そ
の
こ
ろ

に
は
一
反
一
万
円
に
な
っ
て
い
た
と
い
う(
こ
の
あ
た

り
の
土
地
の
値
段
に
つ
い
て
は
、
聞
取
り
に
よ
る
も
の

な
の
で
、
正
確
な
数
字
と
は
言
い
難
い
が
、
東
亜
セ
メ

ン
ト
経
営
報
告
書
か
ら
類
推
す
る
と
大
き
な
違
い
は
な

い
よ
う
で
あ
る)

。
卯
之
助
さ
ん
は
二
万
円
の
も
の
を

千
円
で
返
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
い
っ
て
も

卯
之
助
さ
ん
も
そ
う
簡
単
に
土
地
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
元
藩
主
の
家
柄
で
町
長

(

明
治
三
十
八
～
四
十
三
年)

、
市
長(

大
正
五
～
十
一

年)

を
歴
任
し
た
桜
井
忠
剛
が
仲
介
に
入
り
、
時
間
も

か
か
っ
た
よ
う
だ
。

や
が
て
初
島
や
そ
の
周
囲
に
は
工
場
が
ど
ん
ど
ん
建

ち
始
め
、
戎
さ
ん
の
父
で
あ
る
與
一
さ
ん
の
代
に
な
る

と
、
戎
家
も
農
業
だ
け
で
な
く
、
工
場
経
営
な
ど
に
も

乗
り
出
す
の
だ
が
、
卯
之
助
さ
ん
は
「
百
姓
は
土
地
だ

け
を
持
っ
て
た
方
が
え
え
。
お
金
を
手
に
す
る
と
ろ
く

な
こ
と
に
は
な
ら
ん
」
と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
、
尼

い
も
つ
く
り
に
精
を
出
し
た
。

戎
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
土
地
買
占
め
に
や
っ

て
き
た
抜
け
目
な
い
在
神
の
華
僑
と
、
代
々
の
土
地
を

大
切
に
思
う
農
民
と
の
知
恵
比
べ
の
よ
う
な
情
景
が
浮

か
ん
で
く
る
。
た
だ
そ
の
割
に
ど
こ
か
お
っ
と
り
し
た

印
象
な
の
は
、
話
を
し
て
く
れ
た
戎
さ
ん
の
穏
や
か
な

人
柄
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。
か
っ
て
の
城
下
町
と
し
て
繁

栄
し
た
尼
崎
町
に
は
、
江
戸
の
人
々
に
通
じ
る
お
お
ら

か
な
気
風
が
残
っ
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
る
。

や
が
て
初
島
の
尼
い
も
畑
は
、
昭
和
九
年
の
室
戸
台

風
の
水
害
で
跡
形
も
な
く
消
え
去
る
。
四
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
高
波
が
押
し
寄
せ
た
の
だ
か
ら
と
い
え
ば
そ
れ

ま
で
だ
が
、
大
正
こ
ろ
か
ら
尼
崎
の
臨
海
部
で
は
地
盤

沈
下
が
進
ん
で
い
た
。
そ
の
こ
ろ
す
で
に
臨
海
部
に
は

東
亜
セ
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
住
友
伸
銅
所
や
旭
硝
子

な
ど
の
大
き
な
工
場
が
操
業
を
開
始
し
て
い
た
か
ら
だ
。

付
近
の
農
家
ば
か
り
で
な
く
工
場
自
体
も
地
上
げ
を
行

い
、
堤
防
に
植
え
ら
れ
て
い
た
松
の
木
も
、
そ
の
こ
ろ

に
は
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
工
場
が
地

下
水
を
大
量
に
く
み
上
げ
た
こ
と
が
、
台
風
の
被
害
を

大
き
く
し
た
こ
と
に
は
違
い
な
い
。

呉
が
故
郷
を
水
害
か
ら
救
う
た
め
に
作
っ
た
セ
メ
ン

ト
工
場
が
、
結
果
的
に
は
初
島
の
農
家
か
ら
尼
い
も
畑

を
奪
い
去
っ
た
と
し
た
ら
、
な
ん
と
も
皮
肉
な
話
で
あ

る
。国

鉄
舞
子
駅
を
出
た
電
車
が
海
辺
を
し
ば
ら
く
走
る

こ
ろ
、
古
い
松
の
木
々
の
間
に
古
び
た
洋
館
が
見
え
隠

れ
す
る
。
私
は
い
つ
も
電
車
の
窓
ガ
ラ
ス
に
額
を
押
し

付
け
る
よ
う
に
し
て
、
後
方
に
消
え
よ
う
と
す
る
そ
の

姿
を
追
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

大
正
四
年
呉
錦
堂
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
八
角
形
の

楼
閣
は
、
「
移
情
閣
」
と
呼
ば
れ
た
。
私
が
そ
の
姿
に

馴
染
ん
だ
の
は
、
二
十
年
以
上
前
の
話
で
あ
る
。
窓
に

打
ち
つ
け
ら
れ
た
板
は
朽
ち
果
て
、
う
ろ
こ
の
よ
う
な

壁
は
塗
料
が
剥
げ
落
ち
て
い
た
。
二
度
の
台
風
に
曝
さ

れ
た
跡
の
姿
で
あ
っ
た
と
後
に
知
っ
た
。
明
石
海
峡
を

臨
む
舞
子
浜
に
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
に
建
つ
そ
の
姿
は
、

痛
ま
し
い
と
い
う
よ
り
も
異
国
か
ら
き
た
一
人
の
男
の

孤
独
を
思
わ
せ
た
。

呉
錦
堂
と
い
う
人
物
と
尼
崎
と
の
奇
縁
を
書
く
こ
と

に
な
っ
た
私
は
、
久
し
ぶ
り
に
移
情
閣
を
訪
れ
た
。
遠

い
昔
日
本
に
や
っ
て
来
た
ひ
と
り
の
異
邦
人
、
呉
錦
堂

の
面
影
を
ふ
た
た
び
偲
ぶ
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど

訪
れ
な
い
ほ
う
が
賢
明
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
舞
子

浜
の
海
岸
線
を
消
し
去
っ
た
無
骨
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護

岸
と
、
明
石
大
橋
の
橋
脚
の
袂
に
移
築
さ
れ
修
復
さ
れ

た
移
情
閣
は
、
廃
墟
と
な
っ
て
い
た
頃
の
姿
よ
り
も
痛

ま
し
か
っ
た
。

(

井
上
眞
理
子
様
の
許
諾
を
得
て
、
兵
庫
県
郷
土
研
究
誌

『
歴
史
と
神
戸
』
第
240
号
「
聞
き
描
き

あ
り
し
日
の
ま
ち

と
暮
ら
し
(9)
」
か
ら
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た)

２

明石海峡を望む移情閣（１９８６年）

『孫中山記念館(移情閣)概要』

2001年 (財)孫中山記念会発行 より転載



2018.12.1 呉錦堂を語る会通信 NO.42 ＜６＞

東亜セメント(株)登記簿
神戸地方法務局本局で、既に閉鎖されている東亜セメント(株)の登記簿を閲覧することができました。謄本

は12頁に及びますが、第１頁のみを下にあげます。

上
の
登
記
簿
謄
本
の
要
点
を
左
に
書
き

起
こ
し
ま
し
た
。

登
記
ノ
年
月
日
：
第
一
欄
ヨ
リ
第
十
三
欄

マ
デ

明
治
四
拾
年
壱
月
貮
拾
五
日
登
記

第
十
八
欄
ヨ
リ
第
二
十
一
欄
マ
デ

大
正

元
年
壱
貮(

12)

月
貮
六
日
登
記

欄
一
商
号
：
東
亜
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社

二
本
店
：
川
邊
郡
尼
崎
町
ノ
内
大
洲
村

字
初
嶋
参
百
番

四
目
的
：
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
式
セ
メ
ン
ト

ノ
製
造
販
賣

五
設
立
ノ
年
月
日
：

明
治
四
拾
年
壱
月
拾
六
日

六
資
本
ノ
總
額
：
金
五
拾
萬
圓

十
取
締
役
ノ
氏
名
住
所
：
兼
松
房
治
郎

松
方
幸
次
郎

瀧
川
辨
三

川
西
清
兵
衛

（
住
所
は
略
し
ま
し
た
）

十
一
監
査
役
ノ
氏
名
住
所
：
呉
錦
堂

麦
少
彭

（
住
所
は
略
し
ま
し
た
）

十
八
増
加
資
本
ノ
總
額
：
七
萬
五
千
円

十
九
資
本
増
加
決
議
ノ
年
月
日
：

大
正
元
年
壱
貮(

12)

月
壱
七
日

二
十
二
解
散
ノ
事
由
及
ヒ
年
月
日
：

昭
和
拾
七
年
参
月
貮
拾
日
東
京
市

深
川
区
清
澄
町
壱
丁
目
八
番
地
浅
野

セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
ト
合
併
二
依
リ

解
散
ス

昭
和
拾
七
年
参
月
貮
拾
六
日
登
記



明治40年2月1日付神戸新聞の記事です。

明治44年3月8日付神戸新聞の記事です。

［初島に敷地２万坪の大工場］

昭和45年9月30日発行『尼崎市史』第3巻 383頁

「東亜セメント株式会社 ― 帰化中国人呉錦堂の一

族によって、明治40年資本金50万円で創立され、敷地

２万坪の大工場を初島に建設した。しかし創立直後の

恐慌で不振に陥り、43年に30万円に減資した」

［東亜セメント争議］

また、同著同巻487-488頁では、「東亜セメント争議

と労働運動の定着」の小見出しで、「（大正10年）2月

25日東亜セメント250余人の労働者は、15％の賃下げと

労働時間延長に反対してストを決議するとともに、友

愛会大阪連合会の支援を要請した。（以下略）」と、

第一次世界大戦後恐慌期の労働争議のようすを記述し、

加えて、「大正5年ごろの東亜セメント（尼崎市立図書

館所蔵）」とコメントを付した写真（工場遠景）を載

せています。この写真(↓)は本号第１頁の写真同様、

左門殿川を挟んで初島を臨む構図になっています。

2018.12.1 呉錦堂を語る会通信 NO.42 ＜７＞

東亜セメント(株)関係資料

《１.東亜セメント株式会社設立登記公告》

《２.田岡式セメント石合資会社設立登記公告》

●
合
資
會
社
設
立
登
記
○
商
號
、
田
岡
式
セ
メ

ン
ト
石
合
資
會
社
○
本
店
、
川
邊
郡
尼
崎
町

ノ
内
大
洲
村
字
初
島
三
三
〇
番
地
○
目
的
、

セ
メ
ン
ト
石
製
造
販
賣
及
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
並
ニ
之
レ
ニ
伴
フ
工
事
ノ
請
負
○
設
立
年

月
日
、
明
治
四
四
年
貮
月
貮
壱
日
代
表
社
員

ノ
氏
名
、
田
岡
典
章
○
社
員
住
所
氏
名
出
資

ノ
種
類
價
格
及
責
任
、
神
戸
市
下
山
手
通
三

丁
目
六
五
番
屋
敷
ノ
四
拾
金
五
万
圓
有
限
責

任
呉
錦
堂
、
明
石
舞
子
ケ
濱
貮
〇
貮
八
番
地

ノ
貮
壱
金
壱
万
圓
有
限
責
任
武
藤
山
治
、
大

阪
府
西
成
郡
今
宮
村
元
木
津
六
壱
〇
番
地
金

壱
万
五
千
圓
無
限
責
任
田
岡
典
章

右
明
治
四
四
年
貮
月
貮
八
日
登
記

伊
丹
區
裁
判
所

尼
崎
出
張
所

セメント樽製造風景（1910年撮影）

大きな柱の右寄りに丸鋸が見える

《４.セメント樽は神出小束野の製材所から》

大
正
五
年
ご
ろ
の
東
亜
セ
メ
ン
ト

工
場
。
『
尼
崎
市
史
』
よ
り

《３.『尼崎市史』より》

東亜セメント(株)関係資料で、本号第1、2、3及び6頁に載せられなかったものをここにあげます。



　　　    略    歴

1931 １月、上海で生まれる

小学校、中学校（ともに明石）は舞子の上
ノ山の居宅から通う

1945
６月５日、籠池の家で空襲に遭う。家屋は
全焼
旧制明石中学３年で終戦をむかえる。旧制
瀧川中学へ転校
同志社大学に学ぶ

大学卒業後、外国車（フォード）販売会社
に入社。英会話が達者で、その上、呉錦堂
の孫という知名度もあり、社内一の販売実

績を上げる
1972 日中国交回復

1973

自動車会社に在籍中、中国側から請われ訪

中。この時、明石市長から寧波との友好都
市提携の親書を頼まれる（結果的には実現
せず）
オイルショックの影響もあり、外車は売れ
にくくなり、会社は解散。退社
日中関係の好転で、日中双方の企業から、
ビジネスの斡旋・仲介の依頼が舞い込むよ

うになる
呉錦堂有限会社(錦堂産業)設立

1979
神戸中華総商会（ＫＣＣ）ビル５階に事務
所を構える

日中のビジネス環境の変化もあり事務所を
閉じる。最後の仕事となる

2018 ９月、ご逝去

戦後

呉伯瑄氏との思い出は尽きない。ここに、写真二葉を

とりあげました。まず、2012年の２月、小束野のお祭り

に参加した時の写真です（『呉錦堂を語る会通信第２号』）。

今一枚は、08年７月、移情閣(孫文記念館)の応接室で

お会いした時のものです。その時、呉伯瑄氏から聞いた

話が頭に残っています。以下、伯瑄さんの話です。

小学生の頃、丁お祖母さん（呉錦堂夫人）は健在で

（終戦の年に死去）、私が学校から帰ると、待ちかねた

ように自分の部屋に連れて行き、お祖父さんの話をよく

聞かせてくれました。その頃、小束野開拓地の経営はま

だ続いていて、秋になると、小束野からトラックで、薪

や、炭や、柿

や、ぶどうや、

松茸などが運

ばれてきまし

た。舞子海岸

の松の中には、

小束野の松林

から運ばれて

きたものもあ

ります。

2018.12.1 呉錦堂を語る会通信 NO.42 ＜８＞

呉錦堂令孫、伯瑄（はくせん）氏を悼む

呉錦堂令孫、伯瑄氏を悼む

９月２２日、呉伯瑄氏がお亡くなりになりました。

奥様からの訃報に接し、あまりの驚きで、瞬時、こ

とばがでませんでした。

整ったお顔立ちで、髪も黒々、古い記憶をよどみな

く話され、米寿が近いお年とは思えないほどお元気で

したので、とても、信じられません。

お会いするときは、いつも、ご夫婦ご一緒でした。

芦屋駅前のホテルのロビーで、よく、三人でお茶をし

ました。呉錦堂が開拓した小束野(こそくの)のお祭り

には、奥様が運転される真っ赤な愛車でこられました。

昨秋、ご夫妻と、倉敷日帰り旅行を楽しみましたが、

最後の思い出となってしまいました。

「呉錦堂を語る会」の顧問をお願いし、移情閣とは

別に、舞子駅近くにあった居宅のこと、終戦の年(194

5年)の６月５日神戸大空襲で全焼した籠池の家のこと、

ただ一つ残ったヒマラヤスギのことなどなど、たくさ

んのお話をお聞かせいただきました。また、貴重な写

真や資料も使用させていただきました。

「語る会」が存続し、機関紙「語る会通信」が発行

できたのは、ひとえに、呉伯瑄氏のおかげと感謝いた

しております。

ご冥福をお祈りいたします。

呉錦堂を語る会幹事 橘 雄三

２０１８年１１月１日

■呉伯瑄氏との思い出（一） ■呉伯瑄氏との思い出（二）

神出小束野村の呉錦堂顕彰碑前で村の皆さんと

中央は呉伯瑄氏ご夫妻


